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適合はなぜ重要か
　内部監査基準を満たすことは、真のアシュアランスを提供するための鍵
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内部監査は、さまざまな目的、規模、複雑

さおよび体制の組織体のために、組織体の内

部の者または外部の者により、法的および文

化的に多様な環境のもとで行われる。しかし、

環境にかかわらず、内部監査は有効なガバナ

ンスと組織体の成功の重要な要素である。

内部監査が組織体に最も役立ちステークホ

ルダーの信頼を引き出すためには、リスク・

ベースで客観的なアシュアランス、助言およ

び洞察を一貫して正確に提供することを確実

にするために、最高水準の倫理的能力と専門

的能力で業務を行わなければならない。内部

監査は、その資源水準、能力および体制が組

織体の戦略に沿っている場合、および内部監

査人協会（ＩＩＡ）１ が公表した『専門職的実

施の国際フレームワーク（ＩＰＰＦ）』に従

っている場合に、最も有効である。

内部監査人協会の見解

各環境下での内部監査の実務はさまざまな

相違の影響を受ける場合があるが、ＩＩＡの

ＩＰＰＦは、内部監査人が最高水準の能力を

獲得し業務を遂行するために設定されてき

た。ＩＰＰＦは、以下の必須のガイダンスで

構成されている。

■内部監査の専門職的実施の基本原則

■内部監査の定義

■倫理綱要

■内部監査の専門職的実施の国際基準（『基
準』）
これらは、厳格で正式なプロセスを通じて

承認された推奨されるガイダンスによって補

完されており、実施ガイダンスと補足的ガイ

ダンスによって、『基準』の適用の方向性を実

務家に示している。

最終的に内部監査は、アシュアランス、洞

察および助言を提供することによって組織体

の成功、好ましい変化およびイノベーション

に貢献するときに、真の価値をもたらし、ス
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テークホルダーの信頼を得る。

ＩＰＰＦへの適合は、内部監査人および内

部監査部門が責任を果たす上で不可欠であ

る。ＩＰＰＦへの適合は、内部監査部門が専

門職としての基準を定めた厳格な倫理綱要に

基づいて業務を行っており、また、内部監査

部門のスタッフが特定の教育基準と継続的専

門能力開発制度によって訓練されている、と

いう一定の信頼を提供する。

ＩＩＡの『基準』が意図するところは、次

のとおりである。

■『専門職的実施の国際フレームワーク』の

必須の構成要素を厳守するよう導くこと。

■広範な付加価値の高い内部監査業務を、実

施し促進するためのフレームワークを提供

すること。

■ 組織体のプロセスや業務の向上を促すこ

と。

■内部監査の実務を表す基本原則を明らかに

すること。

■内部監査の実施状況を評価するための基礎

を確立すること。

内部監査部門は、ＩＰＰＦを採用する内部

監査基本規程２の下で業務を行わなければな

らず、ステークホルダーは、まさにそのよう

な内部監査基本規程に沿った業務を期待し受

け入れるべきである。

継続的なレビューと改善への内部監査部門

のコミットメントは、ステークホルダーの間

で信用と信頼を獲得して維持するための重要

な側面である。『基準』は、内部監査責任者

が品質のアシュアランスと改善のプログラム

を作成することを求めている。さらに、ＩＰ

ＰＦには、５年に１度の外部による品質のア

シュアランスレビューの義務付けが含まれて

いる（属性基準1312：外部評価）。

外部品質レビューは、内部監査部門が『基

準』に適合して業務を行っていることを確認

することによって、内部監査に対するステー

クホルダーの信頼を検証する。ＩＰＰＦおよ

び品質のアシュアランスレビュー義務を遵守

する内部監査部門は、『内部監査の専門職的実

施の国際基準』に適合していると認めること

ができる。

取締役会、最高経営者およびその他の統治

機関は、内部監査機能が『基準』に適合して

いると認められるよう要求すべきである。

『基準』に適合していると認められその状

態が維持されると、ステークホルダーは、国

際基準に従って業務を行っている機能によっ

て支援されていることが分かり、また、実施

された業務および関連するアシュアランスと

助言を信頼することができる。

２　実施ガイド1000

重要なポイント

内部監査は、一貫性があり正確なアシュ
アランスの提供を確実にするために、最高
水準の倫理的能力と専門的能力で業務を行
わなければならない。
…………………………………………………

すべての内部監査専門家および内部監査
部門は、ＩＩＡの『専門職的実施の国際フ
レームワーク（ＩＰＰＦ）』に従い適合す
べきである。
…………………………………………………

内部監査は、ＩＰＰＦを採用する内部監
査基本規程の下で業務を行わなければなら
ず、ステークホルダーは、まさにそのよう
な内部監査基本規程に沿った業務を期待し
受け入れるべきである。
…………………………………………………

ステークホルダーは、内部監査部門が品
質のアシュアランスと改善のプログラム
（ＱＡＩＰ）を維持することを求め、さら
に、定期的に外部の品質のアシュアランス
レビューを受けることを要求すべきである。
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適合しなければならない者とそ
の理由

すべての内部監査専門家とすべての内部監

査部門は、ＩＰＰＦの必須の構成要素に従わ

なければならない。内部監査業務の実施と評

価のための、原則主義の、 国際的に適用可能

な一連の要件として、『基準』は成功する内部

監査の基盤である。

以下の者は、適合が必須である。

■ＩＩＡ会員

■公認内部監査人（ＣＩＡ）

■ＩＩＡの『基準』を遵守することが義務付

けられている国で業務を行う実務家

上記以外の実務家には『基準』に従う義務

はないが、ステークホルダーは、内部監査部

門が示す能力水準のアシュアランスとして適

合を要求すべきである。

適合によって恩恵を得る者

当然のことながら、ＩＰＰＦへの適合は内

部監査業務の遂行を強化し、ひいては、組織

体がより効果的にゴールを達成するためにガ

バナンスを改善し、リスクを管理し、コント

ロールを実施するのを支援する。恩恵を受け

る者は、内部監査人、監査委員会、経営者、

取締役会、株主および規制当局などである。

ＩＰＰＦは、ステークホルダーが有効なガ

バナンス、リスクマネジメントおよびコント

ロールにおける内部監査の役割を理解するた

めに、信頼できる最新のフレームワークを提

供し、ステークホルダーが内部監査部門に対

して持つべき期待を説明する。 適合は、プ

ロ意識を高め、内部監査専門職の継続的な発

展を推進し助長し、さらに、内部監査が繁栄

してより効果的に組織体の価値を高めて保全

するための状況を整える。

著作権

本著作物の著作権はＩＩＡにある。無断複

写・複製・転載を禁じる。

５つの質問

ステークホルダーは、組織体内の内部監
査の状態を理解しなければならず、最高の
専門的かつ倫理的な実施を要求しなければ
ならない。
ステークホルダーが尋ねるべき５つの重

要な質問は、次のとおりである。
１．組織体には、ＩＰＰＦを採用している
内部監査基本規程および監査委員会基本
規程があるか？

２．内部監査部門は、ＩＰＰＦに従い適合
しているか？

３．内部監査スタッフは、ＩＩＡの公認内
部監査人（ＣＩＡ）のような関連性のあ
る専門資格を保持しているか？

４．内部監査部門は、品質のアシュアラン
スと改善のプログラム（ＱＡＩＰ）を整
備しているか？

５．内部監査部門は、ＩＰＰＦへの適合を
示すために定期的な外部評価を受けてい
るか？

ＩＰＰＦへの適合は内部監査業務の提供
を強化し、ひいては、組織体がより効果的
にゴールを達成するためにガバナンスを改
善し、リスクを管理し、コントロールを実
施するのを支援する。恩恵を受ける者は、
内部監査人、監査委員会、経営者、取締役
会、株主および規制当局などである。


